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　　校長 ・ 教頭等学校管理職を対象と した教員間の 相互 理 解を深 め る

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能力開発の ため の 教員研 修 プロ グ ラム の 開発 ・ 評価

林 　徳 治
y
　沖　裕貴

’2
横田　学

’3
井上史子

’4

〔概要 〕今年度 ， 独 立 行政法人 山 口 大 学 と山 口 県教育委員会が 協同 し
， 校長 ・教頭等学校管理職 を対

象 とした コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン能力 を高め るた め の 教員研修プ ロ グ ラ ム の 開発 ・評価 に取 り組ん だ．本

研 究で はプ ロ ジ ェ ク トプ ロ セ ス と し てADDIEサイ クル （Analysis，　 Design，　 Development
，
　 Implement 　 a

nd 　Evaluation）を適用 し，研 修後 の 成果 を客観的に評価する とともに適宜研修プ ロ グラ ム を改善す る

こ とをめ ざした．本稿で は ，研修 プ ロ グラ ム 開発の 概要に つ い て 述 べ る とともに，平成 19年 6月に 山 口

県 内 の 校長 71名 を対象に 実施 し た事前ア ン ケ ー ト調 査 の 分析結果に つ い て 報告する．尚，本研 究 は，

独 立 行政 法 人教員研 修 セ ン タ
ー

公 募に よ る 「平成 19年度教員 研修 モ デル カ リキ ュ ラ ム 開発プ ロ グ ラ ム

（教育課題 研修） t （代表者 林徳治 ） の
一

環 として 実施 す るも の で あ る．

〔キー
ワ
ード〕　教員研修，コ ミュ ニ ケ

ー
シ ョ ン 能力 ， 学校管理職 ， 評 価

1 ．は じめに

　近年 ， 携帯電話や メ
ー

ル を め ぐ る トラ ブル や

イ ン ターネ ッ トを使 っ た犯罪 な ど，急激 な情報

化 によ る 問題 が学校にお い て も多発 して い る ，

また ，社会の 変化 に伴い 子 ど もた ち の 生 活環境

や価値観 も多様化 し て お り ， 教師は 自己 の 経験

知 だ け で こ れ ら諸問題 や子 ど もた ち の 変化 に

対応 しきれな くな っ て い る の が現状 で ある．こ

れ か らの 教 師は よ り生徒理 解 を深 め子 どもた

ち と の 円滑 な 人間関係 を築 くた め に ， ま た 家

庭 や 地 域 ， 外 部機 関 との 連 携 を 進 め る た め

に も 自己 の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 能力 を高 め る

不 断の 努力が必 要 で ある．

　本プ ロ グ ラ ム は校長 ・教頭等学校管理 職 を対

象 に ，そ の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 能力の 改善 ・向

上 を図 る研 修 モ デ ル カ リキ ュ ラ ム の 開発 を 目

的 とす る ，研修 モ デル は ，受講者が   論理 的 に

話す こ とがで き る ，   相手 の 立 場 に立 っ た考 え

方や話 し方が で きる ，   適切 に 自己主 張で き る ，

  様 々 な手段 を用い て情報を表現 ・伝 達で きる

こ とを達成 目標 と して い る．

　本稿 で は ，独 立行政法 人教員研修 セ ン タ
ー

公

募 に よる 「平成 19年度教員研 修モ デ ル カ リキ ュ

ラ ム 開発 プ ロ グラ ム （教育課 題 研修）」 の 開発

計画 に つ い て述 べ る と ともに．平成 19年 6月 に

LLI　N 県教育委員会 と協同で 実施 し た 管理職研

修 の 概要 に つ い て 報告 する．

2 ．教員研修 プロ グ ラム に つ い て

（1）プ ロ グラ ム名

「校長 ・教頭 等学 校 管理 職 の コ ミ ュ ニ ケー

シ ョ ン 能 力 の 向 上 を 図 る 学習 者 参 画 型 研

修 モ デ ル 開発 プ ロ グ ラム 」

（2）目的

　校長 ・教頭等学校管理職 を対 象 に ， そ の コ ミ

ュ ニ ケ
ーシ ョ ン能力 の 改善 ・向上 を図 る研修 モ

デル カ リキ ュ ラ ム の 開発を 目的 とす る．

（3）モ デ ル 開発

　研修モ デル の 開発 に は ， 3っ の 手 法，すな わ

ち論理 的思考訓練用 の   厂強制連結法 （C。mpu

lsory　Linkage，以下，「CL」と略す ．）」 （林，

平成 14年） ， 表現 ・伝達訓練用 の   「マ イ ク ロ

プ レ ゼ ン テ ーシ ョ ン （Micr。　Presentation
， 以

下，　 「MP」 と略す．）」　 （林 ， 平成 12年 ） ， 適

切 に 自己主 張 を行 うた め の   「ア サーシ ョ ン ト

レ ーニ ン グ 」 を総合的 に取 り入れ た．

　CLは ， 線条性 を重視 した論理 的思 考能力や 授

業設 計能力 を育成す る ため の 手法 で ある，予 め
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設定 され た起点 （対象者）と終点 （目標 ）の 間

に
， 連想 され る単語 （ス キ ーマ 〉を挿入 しなが

ら関連付け を行 い
， プ レ ゼ ン テ

ー
シ ョ ン の 構成

を練 る もの で ある。挿入す る単語 は ， 対象者 の

レデ ィネス （準備性 ・既習度）を考慮 し，さら

に 目標 に到 達す る ま で に新規 の 知 識や 技 能 を

習得 で き る よ うに す る ，CLは ，既存の イ メ ージ

マ ッ ピ ン グ法 とは 異な り， 終 点を予 め定 める こ

とで
一

旦 拡張 した 思 考を 収束す る点に 特徴が

あ る ．こ れ をプ レ ゼ ン テ ーシ ョ ン 設計 に 応用す

るこ と で ，対象者や 指標 を意識 し，対象者 の 背

景知識や 先行知識 ， 関心 事項 を考慮 し J 伝達す

る新規 ス キーマ を論理 的 に 組 み立 て る設計 能

力 の 育成 をめ ざす ．

　MP は ， 表現 ・伝達 能力 を育成 す る手法 で あ る．

本研修モ デル で は ， 受講者 が CLを経て 設 計 した

内容 を基 に ， 教材を作成しMPを行 う．　 MPで は，

聴 き手 と発表者 の 双方で 「L 言語 ，2．非言語，

3．メデ ィ ア 利用，4．理解 度，5．関心度 ，6，定着

度 」 の 観 点か ら相互 評 価 し ， 伝達 ・表現技 術を

育成す る こ とをめ ざす，

　ア サ ーシ ョ ン ト レ
ーニ ン グ は ，

心 理 療法 の 中
の 行動療法 と して カ ウ ン セ リ ン グ の 場 で用 い

られ た もの で ，相手 の 立 場や 人権 を尊重 しお互

い を大切 に しなが ら素直に コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ

ン をす る 自己表現法で あ る．ア サ
ー

シ ョ ン の 柱

は 「誠 実」 「率直」 「対等 」　 「自己責任」 で あ

り，その 理論で は コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン を 1．ア グ

レ ッ シ ブ （aggressive ， 攻撃的），
2．ノ ン アサ

ー

テ ィ ブ （non
−
assertive ，非主 張的），3．ア サ

ー

テ ィ ブ （assertive ）の 3 つ に 分 ける．

（4）プ ロ グラ ム の 評価

　プ ロ グラ ム の 評価 に つ い て は ，カ ーク バ トリ

ッ ク （D．Kirkpatrick）に よ る 「訓練評 価 の 4
レ ベ ル 」で い う レ ベ ル 1〜3の 評価 を行 う．す な

わ ち受講者の 満足度 ， 理解度，活用 の 程度 につ

い て評価す る．　 「訓練評価の 4 レ ベ ル 」 とは ，

  Reacti・n （学 習者 が満 足 す る 内容 で あ っ た

か ），  Learning （学習者 は意 図 し た能力 を

習得で きたか ） ，   Behavior （学習 した能力

を職揚で 適用 で きた か ），  Results （職場 の

問題 は改善 できたか） の 4段 階で評価 を行 うも

の で あ る．  〜  の 評価 によ り 「意 図 した能力

を育成す る方法 と し て 本研修 方法が 適 切で あ

っ たか 」 を判断で き る．しか し ， 研修 を受講す

るこ とで職場 の 問題 点 を改 善で きた か に つ い

て は 説 明 で き な い ． ま た ，
フ ィ リ ッ プ ス

（J．Phillips）の い うレ ベ ル 5 （Rol ；費用対効

果） に つ い て も今回 は 測定で き ない ．

　表 1に ， 評価方法 に つ い て示 す．

表1 プ ロ グラム の 評価

評価

内容

評価 の

時期
評価方法

レベ ル 研 修 終
「満足 して い る」

酎「満足 して い な い 」

1 了直後
の 5段 階評 価 に よる質問紙調査を実

施する．
・プ レ ゼ ンテ

ー
シ ョン 技術 ，論 理 的 思

研 修 受
考，ア サーション につ い て，「習得 で

レベ ル
講前

きて い る」
一「習得で きて い ない 」の 5

段階評価 に よる質問紙調査を事前 ・

2
お よび

研 修 終
事後に 実施する，
・客観性の 確保 の ため，事後驪査は

了 直後
受講者と研 修担 当 者双 方 に 実 施 す

る．

レ ベ ル
研 修 終

学習 したこ とを職場で活 用 した か に

つ い て，本 人 お よび周囲へ の 聞き取

3
了 の 1ケ

月 後
り調 査 お よ び質問 紙 調査を実施 す

る，

3．研 究計画

　本研究 は 山 口 大学 が 中心 とな り，立命館大学，

京都芸術 大学 ， 山 口 県 教育委員会 と の 連携 に よ

り行 う，研 究 計画 は 表 2の 通 り で あ る ．

表 2 研 究計 画

月
開 発

実 施 内 容 役割分 担
手 順

・
ア ン ケ ート ◎ 林 ・井 上 ；調

a ） 二 調 査 （事 前） 査 用 紙 の 作

一 ズ 成，実 施

調 査 ■ 県 教 委 ：調
2007／

査協 力
4月

5月

分

析

・対 象 者 分 ◎ 林
・
沖

・
井

b） 初
析

・タス ク分析

上 ： 調 査 結

果 の 分 析
期 分

析

・目 標分 析 ■ 県 教 委 ：分

析結 果 へ の

助 言

設
a ） 評

「プリテ ス ト」 ◎ 林 ・沖
・
井

月

月

ハ
0
　　
7

計

卩 価 テ
「模 擬 テ ス

ト」「ポス トテ

上 ：テ ス トの 作

成

8月 開

発

ス トの

作成
ス ト」 ◎横 田 ：テ ス ト

内容の 評 価
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月
開発

手順
実 施 内 容 役 割分 担 月

開 発

手順
実施 内容 役割分担

設 b）コ
ー ・学 習 活 動 ◎ 林 ・沖 ： 学 習

・研 究 成 ◎ 林 ・井上 ：研 修

6月 計 ス
・
レ 項 目 お よ び 活 動 計 画 の 設 研究 果 を ま と 報 告書 の 作 成

フ月 曜
ツ ス ン フ ロ

ー
チ ャ

ー
計 2月 結果 め ，報 告 ＠ 沖 ・

横 田 ：報 告

B月 開 の 　図 トの 作 成 ◎ 横 田 ：学 習 計 3月 の ま する． 書 へ の 助 言

発 式 化 画 の 評 価 とめ ■ 県 教 委 ： 報告

・
活 動 ス ケ ジ ◎ 林 ・沖 ・横 田 ： 書 作 成へ の 協 力

9月

実

施

 

学 習 ・

教 育

戦 略

の 決

定　 ，

実施

ユ
ー

ル ，役

割 分 担 ，教

育 方 法 の 決

定

・プ リテ ス ト，

模 擬 テ ス ト，

ポ ス トテ ス ト

第 1 回 研 修を実

施

■ 県 教 委 ： 研 修

協 力

4，

の 通 りで ある ，

　 第 1回研修の概要 と分析

都合に よ り6月に 実施 した．
　当初は 8月 に 実施 予 定で あ っ た 第 1回 研 修 を

（1）日時 ： 平成 19年 6月 29 日 （金）13：05〜 15：15

研 修 の 概要は 以下

の 実施 （2）場 所 ： 山口県セ ミナ
ーパ ー

ク 103研 修室

・テ ス ト結 果 ◎ 沖 ・井 上 ：デー （3）研修テ ーマ ： 「相互 理解を深 め る コ ミ ュ ニ

の 分析 タ処 理 ，分 析 ケー
シ ョ ン 活動」（ロ ジ ッ ク

・ツ リ
ー と評価

・教 材 ，コ ー ◎ 林 ：フオ ローア 指標 ・評価基 準の 作 り方）

研 修 ス 設 計 等 の ツ プ調 査 の 実施 （4）研修 形態 ： グル
ープ （8 〜 10名）演習

評 成 果 評 価 ◎林 ・横 田 ：イン （5）研修 目標 ：論理 的思 考力 を向上 す る手法 と
10月

11月
価

 

の 評

価 ・改

・
フ 才 ロ

ー
ア

ツ プ 調 査 の

ス トラクション の

改 善
一を習得 する．

し て の 手 段一
目的分析 に よる ロ ジ ッ ク

・ツ リ

善 実施 （第 1 回 ■ 県教委 ：改 善 （6）参 加 者 ： 山 口県内 の 公 立 高等学校校長 71名

研 修 終 了 点へ の 助 言 （7）準備物
・
模造紙 ，・ マ ジ ツ ク ， 付箋紙 ， ノ ー

後 ，1 ケ 月 トパ ソ コ ン提示用 1 台

後 ） （8）配布資料 ：オ リエ ン テ
ー

シ ョ ン 資料 ，
ロ ジ

・
活 動 ス ケジ ◎林

・
沖

・
横 田 ・ ッ ク ・ツ リ

ー
記 入 用紙 解説 資料，テ キ ス ト

改 善
ユ
ー ル ，役

割 分 担 ，教

井上 ：第 2 回研

修 を実施 （9）研修 の 流れ ：

『コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 実践 学』

12月

実

施

し　 た

研 修
　 一

育 方 法 の 決

定

， 県 教 委 ：研修

協力

  講師紹介，

  演習方法 の オ リエ ン テ ーシ ョ

研修 目的 の 説 明 （15分）

ン （15分）

 
モ 　 7 幽プ リテ ス ト，   グル

ープ ワ
ー

ク （70分）
ル 　の

実施
模 擬 テ ス ト，

ポ ス トテ ス ト

  グル ープ発表 （15分）

  講評 とま とめ （15分）

の 実 施 研 修 プ ロ グ ラ ム を評 価 す る た め 研 修 の 事

・テ ス ト結 果 ◎沖 ・井 上 ；デ ー 前 ・事後 で レ ベ ル 1〜2の 質 問紙調査 を行 っ た ．

の 分 析 タ処 理 ，分析 事前調査 の 質 問内容 は 「性別や 管理職経験年数

改 善
・
改 善 した コ ◎ 林 ：フ オ ロ ー

ア
等，受講者 の 基本情報」 「コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン

し　た 一ス 設 計 等 ツ プ 調査 の 実施
に関す る知識 の 程度」 「コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン に

200B 評 研 修 の 評 価 ◎ 林 ・横 田 二改 関 す る研 修経験 の 有無 」 「コ ン ピ ュ
ー

タ等 ， 各

／ 価 成 果 ・7 オ ロ
ー

ア 善 した イ ン ス トラ 種 メ デ ィ ア の 操作技術の 程度」 「本研修 へ の 期

1月   の 評 ツ プ 調 査 の クシ ョン の 評価 待度」 「研 修後に期待 され る成果」 の 6項 目で

価 ・改 実施 （第 2 回
あ る．事後調査 の 質問内容 は 「研 修に対す る満

善 研 修 終 了 足 度」 「研修後の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン能力 の 程

後 ，1 ケ 月 度」 「研 修 で獲得した コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン に 関

後 ） す る知識 」 「研修後の メディ ア の 操作技術 の 程
由 r 静 疋 蜘 　 　“ 　亠 　　 　 　　 　　沢 応 何 　 　 　　 　　 　山

度」　 「研修後 に期待 され る変容」 の 5項 目で あ
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項 目 事 前 事後る，集計に は ， す べ て の 項 目に回 答 の あ っ た も

の （事前調査 ：55名分 ， 回収 率 約 77．5％， 事後調

査 ：46名 分，回収 率約 64．8％〉の み を採 用 した ．

結果 を次 に示 す ．

（10）事前 ・事後 調 査結果の 比 較 ：

表3 受講 者 の 基 本情 報 （事 前調査 分より）

2

話 し方 や 聴 き方 など，コ ミュ ニ ケー

ション をとるた め の 技能を習得 で き

る （で きた）

75％ 52％

3
コ ミュ ニ ケーシ ョン に 対 する興 味 ・関

心 が 高 まる （高 ま っ た ）
15％ 59％

性別 校 長職 経 験 年 数 （年 ） 校 種

男 女 ！〜34 〜67 〜9 高 中 養
4

コ ン ピュ
ータや デジタル カメラなど，

各種メ ディア の 操作技能 を習得で

きる （できた ）

脇 眺

人 523282164618

5
あな た の ，他 者 と接 す る態 度 が 変

容する（今後すると思う）
42％ 24覧

表4 コ ミュ ニ ケ ーシ ョン能力 に関する平均得 点 6 特 にない 2％ 2％

項　目 事前 事後 7 その 他 4％ 7％

1 情報を吟味 し，判断するカ 3．42 3．65

2 諭理的に 考えるカ 3．38 3．52
　　　　　　　　　　　　　　　　 ＊ （　 ）内は事後

表7 研修 に 対する満足度
3 惜報をよみ とる 力 3．42 3．52

項 目 平均得点

4 情報を収 集す る カ 3．44 3．41 1 研 修 テーマ （目標 ） 3．76
5 問題を発見する力 3．36 3．57 2 研修内容 3．85
6 情報を他者 に 伝える力 3．35 3．46 3 研 修方 法 （講義，演習の や り方等） 3．85

7 相手 の 情報を受 け とめ る カ 3．47 3．54 4 教 材 （テキ ス ト，自作 資 料 等 ） 3．72

平 均総得点 3．41 3．52 5 講師 の 指導技術 （話 し方
・
ア イコ ン タク

ト等 ）
3．98

6 講師 の 指 導技術 （メデ ィア の 活 用 等 ） 3．91　　　　　　　　　 ＊ 回答 は5段階評定尺 度法 による

　t検定 （対 応 な し）の 結果，　 「情報 を吟味 し，

判 断す る力」 （t （99 ）＝ 2．00，p〈．05）に お い て 5％

水準で 有意差 が 認 め られ た ．

7 テ ス ト内 容 3．59

8
研修 日程 （時間数等） 3，65

平均総得点 3，79

表 5 コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョン技 能に関する平均得点

項 　 目 事前 事後

1 コ ン ピ ュ
ー

タの 操作技能 3．133 ．11

2 プレゼ ンテーシ ョンソフトの 活用技能 2．了32 ．91

3
その 他 の メデ ィア （プロ ジェ クタ，デ ジ

タル カメラ等）の 活 用 技能
2．B42 ．93

4 カウ ン セ リン グ の 技能 3．093 、26

5
ロ ジッ ク・ツ リーなど論理的 に 考える

た め の技能

2．473 、48

平 均 総 得点 2．853 ．14

　　　　 　　　　　 ＊ 回答は5段階評定尺度法による

　t検 定 （対応 な し）の 結果，　 「ロ ジ ッ ク ・ツ リ
ーな ど論 理 的 に考 えるため の 技能」 （t （99）； 6，
10

，
　pく．Ol）に つ い て は 1％水準で ， 「平均総得 点」

（t （99）＝2．28 ， p 〈．05）に つ い て は 5％水準で有意

差が認 め られ た ．

表6 研修 へ の 期待と達成

項　目 事前 事後

1
コ ミュ ニ ケーシ ョン に 関する知識を

習 得 で きる （で きた）
69％ 72黔

5．まとめ

＊ 回 答 は5段 階評定尺 度法 に よ る

　第 1回研修 の 内容が ロ ジ ッ ク ・ツ リ
ー

に関す

る演習が 主 体で あ っ たた めか ， 受講後 は 情報 を

吟 味す る力や 論理的思考力 に関す る 自己評価

は 高くな り，メディ ア の 操作技能な どに 関す る

自己評価 は低 くな っ た．し か し コ ミ ュ ニ ケーシ

ョ ン技能 に関す る平均総得点は高くな っ て お

り ，
コ ミ ュ ニ ケ

ーシ ョ ン に関す る知識 ・ 技能 を

網羅 した 研 修 内容で な く と も受講者 の 研 修に

対する満足 度や興味 ・関心 度を高め る こ とは可

能で ある と推察 され る．

　今 回は分析 の た め の 時間的余裕が な く調査

結果を十分 に検討す る こ とが で きなか っ た．研

修 に対す る満 足度 と知識 ・技能の 習得度 との 関

係 ， 管理職経 験年数や 性別 と コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ

ン 能力 との 関係 な ど今後検討す べ き点は 多い ．

筆者らは継続 して 研 究に取組み，そ の 成果に つ

い て は レ ベ ル 3の 調査結果 ともあわせ て 次回年

会 にお い て 報告す る予定で ある．
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